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 要  旨 
 我々ヒトを含む生物を取り巻く環境には、多数の化学物質が存在している。匂い物質もそのう
ちの 1 つである。脊椎動物では、嗅上皮が匂いセンサーの役割を持っている。嗅上皮は、嗅粘液
で覆われており、嗅細胞(ORN)、支持細胞、基底細胞の 3 つから構成されている。また、嗅上皮
の下には基底膜があり、さらにその下にはボーマン腺があり嗅粘液は主にここで作られている。 
本研究室では、室蘭工業大学の岩佐達郎教授の研究室と共同でアカハライモリの嗅粘液中に、匂
い親和性の異なる 2種類のリポカリン「Cp-Lip1」と「Cp-Lip2」を確認し、それぞれ独特の分布
をしていることを見出している。Cp-Lip1は匂い物質の 1つ Ethyl Vanillin に高親和性を示し、
同じく Linaloolには低親和性を示した。 
リポカリンとは疎水性キャリアタンパク質の総称で、生体内のあらゆるところに存在していが、
本研究で取り上げるリポカリンは、匂い分子に結合することから Odorant Binding protein(OBP)
とも呼ばれる。本研究は、これらのリポカリンの生理的な役割は何か、何故 2 種類存在し、独特
の分布はどのような意味を持つのかなどを電気生理学的手法により解明することを目的とする。
そこで、背側と腹側に分けたイモリ嗅上皮にそれぞれ遺伝子から調製したリコンビナントリポカ
リンを与えた時、嗅上皮の匂い応答に変化が起きるかどうかを検討した。 
 匂いガスを吹き付けたときに発生する嗅上皮を横切る電位変化を嗅電図（EOG）によって記録
した。 
Cp-Lip1の効果を明確にするためには、2つの方向から検討することが可能だと思われる。1つは
嗅粘液をできるだけ取り去ってしまうことで、Cp-Lip1 がない状態を作り出し、もともと嗅粘液
に含まれていた Cp-Lip1 の機能を知る方法である。もう一つは嗅上皮にリコンビナントの
Cp-Lip1N-Δ20を与えて、その機能を知る方法である。よって嗅上皮を 1 [ ml ] の Ringer液で洗
浄したうえで Cp-Lip1N-Δ20 を用いた。その結果、EOG はほとんど変化しなかった。この洗浄
量では、嗅粘液を除去できていないのではと考え、改めて 30 分以上洗浄したうえでリコンビナ
ントリポカリン Cp-Lip1N-Δ20を与えた。結果、Ethyl Vanillinの EOGは大きくなる傾向が見
られた。これは、Cp-Lip1が Ethyl Vanillinを嗅覚受容体に運搬している可能性を示している。 
 
